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日本労働運動の再建をかけ、１０４７名闘争と動労千葉に支援と連帯を 第９号

　

社
会
が
壊
れ
て
い
る
。

　

国
か
ら
企
業
ま
で
、
理
念
や
モ
ラ

ル
を
放
棄
し
て
、
無
責
任
極
ま
り
な

い
状
況
だ
。「
電
力
の
必
要
性
」
を

強
調
し
て
大
飯
原
発
の
再
稼
動
を
目

論
む
輩
た
ち
。

　

福
島
原
発
事
故
は
、
進
行
形
で
あ

り
、
そ
の
原
因
も
定
か
で
な
い
中
、

野
田
総
理
な
ど
が
「
安
全
」
を
確
認

し
た
と
し
て
、
電
力
不
足
の
危
機
感

を
煽
り
、再
稼
動
は
必
要
だ
と
い
う
。

ど
の
よ
う
な
根
拠
で
「
安
全
」
と
し

た
の
か
、
誰
の
た
め
に
電
力
が
必
要

で
あ
る
の
か
、
命
に
代
え
て
の
「
必

要
性
」
と
は
何
か
。「
嘘
と
ゴ
マ
カ

シ
」
の
政
府
に
付
き
合
う
の
も
疲
れ

る
が
、
ほ
っ
と
け
ば
、
殺
さ
れ
る
。

　

な
に
せ
、
福
島
原
発
事
故
と
い
う

犯
罪
行
為
を
犯
し
た
東
京
電
力
は
、

ゴ
ル
フ
場
か
ら
放
射
性
物
質
の
除
染

を
求
め
ら
れ
た
裁
判
で
「
放
射
線
は

原
発
か
ら
離
れ
た
無
主
物
と
も
い
う

べ
き
存
在
で
あ
り
、
も
は
や
東
電
の

も
の
で
は
な
い
。
仮
に
所
有
権
を
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
現
地
の
土
に
付
合

し
て
い
る
以
上
ゴ
ル
フ
場
の
も
の
と

言
う
べ
き
で
あ
る
」
と
強
盗
の
論
理

を
厚
顔
無
恥
に
も
言
い
放
ち
、「
電

気
料
金
の
値
上
げ
は
、我
々
の
権
利
」

で
あ
る
と
ぬ
け
ぬ
け
言
い
連
ね
る
輩

と
一
蓮
托
生
の
政
府
で
あ
る
。

　

毎
日
、
90
人
弱
の
人
た
ち
を
自

殺
に
追
い
込
み
、
失
業
者
・
半
失

業
者
は
７
０
０
万
人
を
超
え
、
年

収
２
０
０
万
円
以
下
の
人
た
ち
は

１
７
０
０
万
人
、
非
正
規
労
働
者
は

２
千
万
人
に
近
い
。
個
々
バ
ラ
バ
ラ

に
解
体
さ
れ
、
競
争
社
会
に
投
げ
込

ま
れ
て
い
る
労
働
者
は
い
ま
こ
そ
、

「
能
力
主
義
」「
自
己
責
任
論
」
の
呪

縛
を
解
き
放
と
う
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
な
ん
で
あ

っ
た
の
か
。

　

当
時
、
首
相
が
「
誰
一
人
路
頭
に

迷
わ
さ
な
い
」
と
国
会
で
答
弁
し
て

お
き
な
が
ら
、
後
に
「
国
労
を
つ
ぶ

し
、
総
評･

社
会
党
を
解
体
す
る
こ

と
を
明
確
に
意
識
し
て
や
っ
た
」
と

明
言
し
た
。

国家とＪＲの犯罪行為を許さず
労働者の現状うち破る闘いを！

自
由
・
生
存
と
人
間
の
尊
厳
の
た
め
の
労
働
運
動
へ

大
野
義
文
（
元
安
芸
労
働
基
準
監
督
署
長
）

国鉄闘争
全国運動６・１０全国集会への結集を訴えます

◉
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
６
・
10
全
国
集
会

 

６
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時
（
12
時
半
開
場
）

 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

 

（
主
催
）
国
鉄
闘
争
全
国
運
動

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
、
所
属
組

合
で
採
用
差
別
を
行
う
と
い
う
、
明

白
な
国
家
的
不
当
労
働
行
為
で
あ
っ

た
の
だ
。

　

分
割
・
民
営
化
の
過
程
で
、
20

万
人
の
国
鉄
労
働
者
が
職
場
を
追
わ

れ
、
２
０
０
人
が
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
の
だ
。
地
域
生
活
を
破
壊

し
、
国
家
財
産
を
強
奪
し
、
労
働
者

と
そ
の
家
族
の
生
存
権
・
労
働
権
を

剥
奪
し
、
人
間
の
尊
厳
を
壊
し
た
人

権
侵
害
行
為
で
あ
っ
た
も
の
だ
。

　

国
家
と
Ｊ
Ｒ
の
犯
罪
行
為
を
決
し

て
許
す
こ
と
な
く
、
現
在
の
労
働
者

の
不
安
定
状
況
を
打
ち
破
る
闘
い
に

ま
い
進
し
た
い
。

　

今
こ
そ
、
労
働
者
は
、
団
結
の
中

で
し
か
自
由
と
生
存
、
そ
し
て
、
人

間
の
尊
厳
を
勝
ち
取
れ
な
い
こ
と
を

再
確
認
し
、反
原
発
の
人
た
ち
と
も
、

つ
な
が
り
、
自
由
・
生
存
と
人
間
の

尊
厳
を
勝
ち
取
る
た
め
の
労
働
運
動

を
あ
ら
ゆ
る
職
場
に
構
築
し
、
国
と

経
済
・
資
本
の
在
り
様
を
変
革
す
る

た
め
、
全
国
運
動
に
結
集
し
よ
う
！

　

職
場
に
団
結
を
！　

地
域
に
連
帯

を
！　
　
（
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
）

尼崎事故から７年 現地で集会とデモ
　４月 21日、兵庫県尼崎市・尼崎駅北口広場で動労千葉
と国鉄闘争全国運動・関西準備会呼びかけの「尼崎事故７
周年弾劾！４・21全国総決起集会」が開催されました。
　全国から３８０名が結集し、尼崎事故７周年を弾劾する
とともに、ＪＲ西日本の山崎元社長に対する無罪判決に怒
りを燃やしました。


